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現地ルポルタージュ

の販売店舗など地域振興施設を整備すること
となった。
道の駅を管理運営する株式会社いわみ道の

駅は、協議会の中心メンバーである岩美町、
JA鳥取いなば、岩美町商工会、鳥取県漁協、
田後漁協、岩美町観光協会の６団体が出資し
て15年１月に設立された。これら団体のほか
にも、道の駅への地元住民の参加意識を高め
るため、無配当・無議決権などを条件に出資
を公募したところ、この事業に賛同する町民
25人（資本金全体に占める割合は13.5％）が応諾
した。

3　地域活性化の拠点
名称の「きなんせ」とは、鳥取弁で「おい

でください」の意味であり、「海、山の魅力が
たくさん詰まった岩美町に多くの方に来て欲
しい」との願いが込められている。施設の機
能は、道路利用者の休憩の場であるだけでな
く、地域活性化に取り組むための拠点として、
以下のような考え方に基づいている。

1　進化する「道の駅」
「道の駅」は、トイレ・休憩・情報提供施設
と地域振興施設が一体となった道路施設とし
て国土交通省により1991年から設置が始まっ
た。もともとはドライバーが立ち寄る休憩施
設として生まれたものだが、今では６次産業
化の拠点や観光拠点として地方に広がり、登
録数は全国で1,079か所（15年11月現在）にのぼ
る。近年の道の駅は、単なる通過地の休憩施
設ではなく、それ自体が目的地化しつつあり、
各地で独自の進化を遂げている。
また、道の駅は、「まち」の特産物や観光資

源を生かして「ひと」を呼び込み、地域に「し
ごと」を生み出す中核的な存在となる可能性
が高いため、地方創生の観点からも期待が高
まっている。こうした期待のもと、15年７月
にオープンした鳥取県岩美町の「きなんせ岩
美」を紹介する。

2　運営会社には地元住民も出資
岩美町は、鳥取県の東北端に位置し、北は

日本海に面するが、傾斜地や山林が多く、中
山間集落を多く抱える町である。直近の人口
は１万2,000人弱、高齢化率は30.1％。将来的
にも人口減少と高齢化が進む見通しとなって
いる。
道の駅「きなんせ岩美」は、山陰海岸ジオ

パークの浦富海岸に近く、鳥取市からは車で
20分ほどの国道９号沿いにある。５年ほど前
から町内組織である「岩美道の駅誘致推進協
議会」により検討が重ねられ、国がトイレ・
休憩・情報提供施設を整備し、町が地元産品
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中旬には20万人を突破する見込み。開業初年
度は９か月弱となるが、24時間営業のコンビ
ニエンスストアや地元JA支店、ガソリンスタ
ンドなどが立地している相乗効果もあり、道
の駅全体での売上げは４億円強となる見通し
である。７～10月に売上げの３割を占めたの
はJA農産物直売所での野菜や加工品など農産
物部門だったが、11月初旬の松葉ガニ漁解禁
以降はカニが客を呼び寄せている。
一方、意外にも水産物を中心に地方発送の

手続を取る客が多いほか、定期的に目当ての
生魚や干物を求めて来店する大型トラックド
ライバーなども見受けられ、徐々に固定客も
増えつつある。
駅長の岡田康男氏（元岩美町役場職員）は、課

題の一つとして、「農産物では野菜の品揃えを
充実させ、惣菜など加工品開発を進めること」
「水産物では岩美町の『松葉ガニ水揚げ量日本
一』の強みを生かし、良質品の安定仕入れを
実現させること」を挙げ、直売所の充実を図
る考えである。「きなんせ岩美」は、鳥取県に
よる中山間集落の暮らしを支える「小さな拠
点づくり」に向けたモデル地区の一つにもな
っており、交通・買い物弱者への支援拡充や
６次産業化の推進など、今後の展開に期待し
たい。

（きむら　としぶみ）

第一は、地元産品の販売を重視し、新たな
販路にすることである。新鮮で安全・安心な
魚や野菜などの地元産品を観光客はもちろん、
地元住民も手軽に購入できる拠点とするほか、
施設内にある軽食コーナーや海鮮レストラン
でも地元産品を使用した多彩なメニューを提
供し、さらに、加工事業を促すことにより新
しい地域ビジネスの展開（６次産業化）にもつ
なげようとしている。こうした取組みにより、
道の駅全体では現時点で37人（うちパート29人）
の雇用を創出するなど、地域活性化に貢献し
ている。
第二は、観光振興のために地域情報の一元

的な発信を行うことである。道路情報・交通
案内に加え、海・山・温泉等の周辺観光施設
や宿泊案内、町内イベント、移住・定住案内
など、あらゆる情報を発信することで観光客
の地域内での滞在時間を拡大するよう努めて
いる。
第三は、地域防災拠点としての機能を確保

するとともに、地域福祉の向上にも寄与する
ことである。災害時には緊急避難所や物資輸
送拠点、行政のバックアップ等を行うために、
非常用電源や太陽光発電蓄電装置などを整備
している。また、交通・買い物弱者への対応
として、町営バスの停留所を設置し、中山間
集落住民の当施設へのアクセス手段も確保し
ている。

4　新鮮な地元産品が好評
15年７月の開業以来、道の駅には１日平均

3,000人近くの来客がある。新鮮な地場野菜や
早朝に町内の漁港で水揚げされた魚介類など
が好評で、土日や連休には大勢の買い物客で
賑わっている。観光客が全体の６割を占め、
兵庫県や岡山県など近県からの来客も多い。
レジ通過者はオープンから９か月目の３月

 新鮮な魚介類が並ぶ「水産物直売所」では
徐々に固定客も増えつつある
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